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問い合わせ　公民館　�35-0700(〒659-0068　業平町8-24)

水道まめ知識

QA 
■日程　５月１１日～平成１８年３月１５日、毎週水曜日。全
員が受講する「必修コース」（３６回）午前１０時～１１時３０分、
３週間に１回の「選択コース」（１５回）午後１時１５分～２
時４５分　■定員　１００人（あしや元気学コース５０人、多
文化共生コース５０人）　■資格　芦屋市在住満６０歳以
上で初めて受講するかた　■受講料　年間１０,０００円

  
   ■資格　芦屋川カレッジ修了生　■定員　各コー 
　ス５０人（１コースに限る）　■受講料　年間２,７００円

芦屋川カレッジ聴講生の募集

■日程＆内容　＜Ａコース＞５月１６日～平成１８年３月
２０日、第３月曜日。「社会情勢から見る戦後６０年」ほか
＜Ｂコース＞５月１２日～平成１８年３月９日第２木曜日、
「アジアという世界－南と中央」ほか※いずれも午前
１０時～１１時３０分、全１０回　■定員　各コース１００人（１コ
ースに限る） 　■受講料　年間３,０００円

◆会場　市民センター４０１室ほか　◆申し込み　往復はが
きに、①希望事業とコース名②住所③氏名④電話番号⑤
年齢⑥性別⑦第２希望があればその旨⑧芦屋川カレッ
ジの申し込みは生年月日を、聴講生とセカンドは修了期
を明記し、３月３１日（木）＜消印有効＞までに下記へ

芦屋川セカンド・カレッジ
芦屋川カレッジ（高齢者大学）第２２期生募集

問い合わせ　財政課　�38-2011

財政再建を着実に進める予算成１７年度
算案概要

平成17年度一般会計歳入予算構成図

平成17年度一般会計歳出予算構成図

　

教
育
費
は
、
精
道
小
学
校
校
舎
整
備
事

業
費
や
山
手
中
学
校
整
備
事
業
費
（
障
害

者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
等
）
の
増
加
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
約
六
億
二
千
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
再
建
は
現
在
の
本
市
に
と
っ
て
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
十
七
年

度
の
予
算
編
成
は
、
財
政
健
全
化
の
道
筋

て
い
ま
す
。

　

次
は
総
務
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と

約
三
十
三
億
九
千
万
円
の
大
幅
な
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が

約
三
十
三
億
二
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
増
加
要
因
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
ま
す
。

財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
収
支
の
均
衡
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
番
目
に
多
い
の
は
国
庫
支
出
金
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
約
六
億
一
千
万
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
資
的

事
業
の
減
少
や
、
国
の
補
助
金
改
革
に
伴

う
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
債
は
建
設
事
業
な
ど
一
度
に
多
額
の

資
金
が
必
要
な
と
き
に
借
り
入
れ
ま
す
が
、

十
七
年
度
か
ら
新
た
に
精
道
小
学
校
校
舎

整
備
事
業
に
お
い
て
も
借
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
公
債
費
が
最
も
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
る
と
約
二

ら
、
十
七
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
見
込
み
で
す
。

【
歳
入
】

　

歳
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
市
税
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
、
全
体
の
四
九
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
が

ら
前
年
度
を
上
回
っ
た
も
の
の
今
後
も
大

幅
な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
は
繰
入
金
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
約
十
九
億
四
千
万
円
の
大
幅
な
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
の
設
置
に
伴
い
、
会
計

間
処
理（
特
別
会
計
と
の
資
金
の
や
り
取

り
）に
要
す
る
経
費
が
増
加
し
た
こ
と
に

【
一
般
会
計
】

　

一
般
会
計
の

予
算
額
は
、
四

百
億
八
千
万
円

で
、
前
年
度
に

比
べ
て
七
億
六

千
万
円
、
一
・

九
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
増

減
要
因
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、

高
浜
用
地
の
処

分
に
向
け
た「
宅

地
造
成
事
業
特

別
会
計
」
の
設

置
に
伴
い
、
繰

出
金
の
増
加
が

あ
り
ま
す
。
一

方
で
人
件
費
の

減
少
や
、
南
芦

屋
浜
地
区
整
備

事
業
費
や
街
路

事
業
費
の
減
少
、

お
よ
び
前
年
度

の
市
債（
借
入

金
）の
借
換
え

が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
公

債
費（
借
入
金 

の
返
済
）の
減

少
が
あ
り
ま
す
。
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二
月
二
十
五
日
開
会
の
市
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
平
成
十
七
年
度

　

予
算（
案
）の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
、
財
産
区
会

　

計
の
四
種
類
の
予
算
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
ご
み

　

処
理
、
住
宅
や
道
路
・
公
園
の
整
備
、
教
育
、
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ

　

る
行
政
運
営
の
基
本
的
な
予
算
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
は
、

　

一
般
会
計
と
は
別
に
特
定
の
収
入
・
支
出
を
一
般
の
も
の
と
は
区
別

　

し
て
別
個
に
処
理
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
会
計
を
す
べ
て
合
わ
せ
ま
す
と
、
本
市
の
予
算
総
額
は

　

八
百
十
六
億
百
六
十
四
万
円
と
な
り
、
こ
の
予
算
で
市
民
の
皆
さ
ん

　

の
生
活
に
必
要
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

市
の
代
表
的
な
予
算
で
あ
る
一
般
会
計
の
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

ご
説
明
し
ま
す
。

平成17年度予算

　　　区　分　　　　　　　予算額　　　　　　増減率（%）
　一般会計 ４００億８,０００万円 △１.９
　特別会計 ３１６億５,７６０万円 ３０.６
　国民健康保険事業 ７７億９,２００万円 １７.１
　下水道事業 ３８億円 １.８
　公共用地取得費 ３４億８,０００万円 ２１２.７
　都市再開発事業 ２,２００万円 △４.３
　老人保健医療事業 ８３億　１００万円 １.２
　駐車場事業 ２億９,５６０万円 ２.４
　介護保険事業 ４６億４,６００万円 ９.８
　宅地造成事業 ３３億２,１００万円 皆　増
　企業会計 ８９億５,４９４万円 △７.２
　病院事業 ５９億４,２２７万円 △０.６
　上水道事業 ３０億１,２６７万円 △１８.０
　財産区会計 ９億　９１０万円 ４,４９１.４
　　　合　計 ８１６億　１６４万円 ９.２

市民１人当たりの市税収入は２２０,６７６円、市民１人当たりに使われるお金は４４３,３１３円
　（財源内訳…市税２２０,６７６円、繰入金４６,２９４円、国庫支出金２９,９８３円、市債２４,５４４円、
     地方交付税１３,２７３円、その他の収入１０８,５４３円）

�市民１人当たりに使われるお金は、それぞれの歳出額を平成１７年１月１日現在の推計
   人口（９０,４１０人）で割った額です。

繰入金繰入金 
4141億8,5438,543万円万円 
（10.410.4％）％） 

使用料及び手数料 
13億1,161万円 
（3.3％） 

寄附金・その他 
12億8,828万円 
（3.2％） 

諸収入 
14億7,847万円 
（3.7％） 財産収入 

17億9,403万円 
（4.5％） 

歳　入 
400億8,000万円 
100％ 

利子割交付金・ 
その他 

9億1,290万円 
（2.3％） 

地方消費税交付金 
5億7,600万円 
（1.4％） 

県支出金 
13億1,827万円 
（3.3％） 

地方特例交付金 
11億3,400万円 
（2.8％） 

地方交付税 
12億円 
（3.0％） 

市　債 
22億1,900万円 
（5.5％） 

自主財源自主財源 
300300億911911万円万円 
74.974.9％ 

市　税市　税 
199199億 
5,1295,129万円万円 
（49.849.8％）％） 

市　税 
199億 
5,129万円 
（49.8％） 

繰入金 
41億8,543万円 
（10.4％） 

国庫支出金 
27億1,072万円 
（6.8％） 

依存財源依存財源 
100100億 
7,0897,089万円万円 
25.125.1％ 

依存財源 
100億 
7,089万円 
25.1％ 

自主財源 
300億911万円 
74.9％ 

歳　　出 
400億8,000万円 
100％ 土木費 

57億1,706万円 
（14.3％） 

公債費 
97億8,784万円 
（24.4％） 

民生費 
72億4,165万円 
（18.1％） 

教育費 
48億3,209万円 
（12.1％） 

総務費 
72億7,239万円 
（18.1％） 

衛生費 
32億4,009万円 
（8.1％） 

消防費 
10億5,465万円 
（2.6％） 

議会費・その他 
9億3,423万円 
（2.3％） 

公債費 

108,261円 

総務費 

80,438円 

民生費 

80,098円 

土木費 

63,235円 

教育費 

53,446円 
衛生費 

35,838円 

消防費 

11,665円 

議会費 

4,417円 

諸支出金 

2,754円 

商工費 

1,603円 
予備費 

1,106円 

農林水産業費 

184円 

労働費 

180円 

災害復旧費 

88円 

合　計 

443,313円 

　
　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
た「
ご
使
用

水
量
の
お
知
ら
せ
」
で
水
道
料
金
、
下
水
道

使
用
料（
水
道
料
金
等
）を
支
払
う
よ
う
請

求
さ
れ
ま
し
た
が
？

　
　

水
道
部
が
検
針
の
結
果
を
報
告
す
る

「
ご
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」で
水
道
料
金

等
を
請
求
し
た
り
、後
日
集
金
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
お
知
ら
せ
」
を
お
届
け
し

た
翌
月
に
水
道
部
か
ら
送
付
す
る
「
納
入
通
知
書
」

（
圧
着
式
は
が
き
）で
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
お
よ
び

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
納
期
の
う
っ
か
り
忘
れ
が
な
く
、
納

付
の
手
間
が
省
け
る
、
便
利
な
口
座
振
替
・
自
動
振

込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
転
出
な
ど
で
水
道
を
閉
栓

す
る
際
は
、
閉
栓
と
同
時
に
現
地
精
算
い
た
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、領
収
書（
手
書
き
）を
必
ず
そ
の
場
で
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

     
問
い
合
わ
せ　

水
道
部
営
業
課
料
金
担
当

                                           
�
�
２
０
８
２
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●凡例…日日時（日程）、所会場・場所、内内容、人対象・定員、師講師、出出演、
　　　　費費用（記載の無い催しは無料）、持持ち物、申申し込み、問問い合わせ

■
員
３
時
文
上

  
  
　

～今、やすらぎの中で…
■日時　４月１６日（土）午後１時３０
分～３時　■会場　市民センター
音楽室　■出演　明日香都（元宝塚
歌劇団）、福島洋一（ピアノ）、ゲス
ト：大阪音楽大学名誉教授・小橋潔
■曲目　バラ色の人生ほか　■参
加費　５００円　■申し込み　４月２
日（土）までに、往復はがきに参加者
全員の氏名・住所・電話番号を記入
し、下記へ

問い合わせ  公民館  �35-0700
(〒659-0068　業平町8-24)

スプリング・コンサート公民館
音楽会

平成
予算

平成１７年度の主な事業　              　　      （単位：千円）
　（１） 活気あふれる豊かな生活環境づくり
　防災訓練・自主防災組織の育成 １,４５８
　１.１７あしやフェニックス基金事業 ２,０００
　消防本部庁舎整備事業（基本設計業務） １３,０００
　災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入 ３４,８１１
　低公害車普及促進事業 １,９０８
　（２） 健やかでぬくもりのある福祉社会づくり
　乳がん検診事業（マンモグラフィ併用） ６,５２３
　普通救命講習会の開催（自動体外式除細動器活用） ２９５
　小学校内保育所設置事業 ４５,２０６
　介護予防市町村モデル事業 ２,４６４
　地域包括支援センター設置準備 ３,５００
　（３） 人と文化を育てるまちづくり
　義務教育情報機器活用事業 ４８,９６０
　精道小学校校舎等改築工事 ７４２,８３３
　各小学校図書室空調機設置工事 ８,２２０
　山手中学校障害児対策施設（エレベータ等）整備事業 １５０,０００
　子育てセンター運営事業 １１,３０４
　国民体育大会リハーサル大会開催経費 １１４,７９２
　（４） 快適でうるおいのある都市づくり
　都市緑化（庭園都市）推進事業 ６,０００
　花と緑の推進業務 １１,３９６
　都市計画道路街路事業（山手幹線） ７１９,５９２
　南芦屋浜地区道路整備事業 １,１８３,３００
　南芦屋浜地区都市公園整備事業 １２６,０００
 　（５） 市民と協働してつくる自立した行政基盤づくり
　「市民参画・協働推進の指針」検討会議の設置 ５０２
　市民参画・協働推進の仕組みづくり策定業務 ３,０００

度
の
予
算
編
成
は

財
政
健
全
化
の
道
筋

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
行
政
改
革

実
施
計
画
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
見
直
し

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
公

有
財
産
の
有
効
活
用
等
に
よ
る
歳
入
の
確

保
や
歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
節
減
・

合
理
化
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

い
ま
す

　

三
番
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くらしの情報ガイド ア カル トラ・ ・

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】
不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的
酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

「下水」の水質検査結果　下水処理場�32-1291

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成17年2月2日（水）平成17年1月19日（水）項　目　　
試験日

曇　り晴　れ天　　　　　　候
3.95.2気　　　温 （℃）
処理水流入水処理水流入水検　水　名
17.315.817.216.8水　　　温 （℃）

5.8～8.6　6.7　7.8　6.8　7.5Ｐ　　　Ｈ
70以下4　73　0　118　　Ｓ　　　Ｓ（mg/�）
20以下　2.6135　　　1.4135　　Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/�）
3,000以下032,000039,000大腸菌群数（個/�）

前　日　晴れ／曇り
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　曇　り

備　　　　　　考

芦屋市聖苑オープン芦屋市の動き

震災復興土地区画整理事業全区域完成芦屋市政キララ！

集会所トーク広報トピックス

これなんやろ？ちょっと昔の生活道具
「芦屋市犠牲者追悼式」震災10周年記念事業に

「タイガー大越スペシャルコンサート」みる「震災の記憶」

「忘れたい 忘れない…伝えよう永遠へ」
「美術博物館・米田知子 震災写真展」

３
月 9ch.広報 ガイド テレビ テレビ 番組 

放送時間
〔30 分〕芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.

＊３月２７日（日）は「J-COMプレビューデー」のため、④⑤の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　�38-2006
■CATV全般に関する問い合わせ
 ㈱ケーブルネット神戸芦屋（J-COM Broadband神戸・芦屋）　�0120-13-8160

①８：００
②１１：３０
③１６：００
④１９：３０
⑤２２：３０

※ＶＨＳ
   テープ
　貸出可

問い合わせ  都市計画課  �38-2073

「潮芦屋げんき足湯」オープン

　新しいまち
づくりが進ん
でいる潮芦屋
（南芦屋浜）に、
県企業庁が「阪
神・淡路大震災
の１０周年記念

あゆみ橋 

陽光町 

海洋町 

浜風大橋 

キャナル 
パーク 

事業」として、地域住民の皆さんの憩いの場にな
ればと、温泉を利用した「潮芦屋げんき足湯」を
オープンしました。
　利用時間は、午前１０時から午後４時までです。
お気軽にご利用ください。

◆新設メンタルサポートセンター施設長
内心の病いのかたへの地域生活と社会復
帰支援の管理責任者　人年齢不問、Ｅメー
ルができるかた。精神保健福祉士資格所
持者歓迎　問障害福祉課（�３８-２０４３）

◆「芦屋メンタルサポートセンター」　
　の建設について
　芦屋家族会（会長・豊田　�２５-２２０１）で
は、呉川町コープ浜芦屋店南隣の市土地
開発公社所有地に「芦屋メンタルサポートセ
ンター」の建設を予定しています。
　同センターでは、小規模作業所運営のほ
か、心の病いのかたやその家族への相談
業務を行い、どなたでも利用できる地域交
流の場を目指しています。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
問障害福祉課（�３８-２０４３）

◆芦屋公園テニススクール受講生募集
日＆内４月７日～毎週木曜日①Ａコース
（入門・初級）９時３０分～１１時②Ｂコース
（初級・初中級）１１時１０分～１２時４０分、各１０
回　人各２０人（抽選）　費１５,０００円（１０回分）
申＆問３月２３日（水）１７時までに、芦屋公園
テニスコート受付係（�３４-８８８６）へ

◆児童センターの催し
所＆問上宮川文化センター（�２２-９２２９）
【児童センター／映画会】
日３月２９日（火）①１０時３０分～１１時３３分②
１４時～１５時０３分　内アニメ「セロ弾きの
ゴーシュ」　人各１００人　申直接会場へ
【歌声ひろば発表会】
日３月３０日（水）１４時～１５時　内「私からの
愛の歌」「星に願いを」ほか　申直接会場へ

◆森から学ぼう!!「育まれる六甲のみどり」
日３月２１日（月）１３時～１７時　所総合公園
内「全国育樹祭」プレイベント①育樹祭や六
甲山系パネル掲示②親子で土石流体験装
置体験③自然素材の木工教室　問阪神南
県民局地域振興部農林課(�０６-４８６９-６０２９)

◆「源氏物語」原典を読む講座
日３月２８日（月）１０時～１２時　所市民セン
ター４０１室　師京都橘女子大学教授・鈴
木紀子氏　費７００円（１回分）　申直接会
場へ　問谷崎潤一郎記念館（�２３-５８５２）

◆平成１７年度ＡＣＡ英会話教室
日４月８日から毎週金曜日、１０時～１１時
３０分　所国際交流協会（ＡＣＡ）　内高校
１年生程度の英会話　人１８人　師キャサ
リン・グッドウィン氏　費月額・５,５００円
（４～７月分前納）と年会費・２,０００円　問
国際交流協会（�３４-６３４０　大原町２-６ ラ・
モール芦屋２階）

◆すこやか気功教室(初級)＜全１０回＞
日４月７日～６月１６日、毎週木曜日１０時
～１１時３０分　所体育館・青少年センター
人先着２０人（「やさしい気功教室」を３期
以上受講したかた）　費１０,０００円　師津山
鮎子氏　申＆問３月１５日（火）１１時からス
ポーツ振興課（�３１-８２２８）へ

◆スポーツ振興課の健康教室
日＆内４月５日～毎週火曜日①いきいき
健康体操（中高年対象初めてのエアロビ
クス）９時１５分～１０時１５分②ファットバ
ーナー初級（脂肪燃焼を目的としたエア
ロビクス）１０時３０分～１１時３０分／６日～
毎週水曜日③ジャズダンス１０時３０分～１１時
３０分④１３時～１４時「knock out!!」（格闘技
エクササイズ）／７日～毎週木曜日⑤ふ
れあい元気体操（低体力者・運動初心者対
象のエアロビクス）１３時１５分～１４時１５分
⑥のびのびチェア体操（いすに座って楽
しく体操）１４時３０分～１５時３０分／８日～
毎週金曜日⑦ファットバーナー（中級）１３
時３０分～１４時３０分　所体育館・青少年セ
ンター　人２０人（④のみ１５人）＜抽選＞　
師① 木恵子氏②③藤田佳子氏④⑤⑥久
木田範行氏⑦平田聖子氏　費９,０００円＜全
１５回＞（④のみ１２，０００円＜全１２回＞）　申
＆問指定はがきを、３月２３日（水）＜必着＞
までに、スポーツ振興課（�３１-８２２８）へ

◆花と緑の講座
日＆内①４月～１１月（８月休講）第３土曜
日１３時～１５時、ハーブ（全７回）②４月～９
月（８月休講）第４金曜日１３時～１５時、イン
ドアガーデニング（全５回）③１０月～３月
（１月休講）第４日曜日１３時～１５時、フラワ
ーデザイン（全５回）④４月～３月（１月休
講）第３水曜日１０時～１２時、　ガーデニン
グ（全１１回）⑤５月・７月・１２月・３月第２
水曜日１３時～１５時、コンテナガーデン（全４
回）　所緑の相談所（芦屋市総合公園内） 
人①④３０人、②③⑤２０人　費①１３,０００円②
③１５,０００円④５,０００円⑤１４,０００円　師①⑤
緑の相談員・佃隆子氏②③緑の相談員・
前田典子氏④みどりの課職員　問みどり
の課（�３８-２１０３）　

◆「ひょうご講座（春・秋期科目）」
　県内大学等と県が連携し、春期と秋期
に分けて３１科目の講座を開講します。
日①５月中旬～８月上旬②９月上旬～１２
月上旬、いずれも平日１８時３０分～２０時、 土
曜日１３時３０分～１５時　所県立神戸学習プ
ラザ　申＆問４月２８日（木）までに大学連携
事業推進機構事務局（�０７８-３９２-０６６０）

法人市民税･事業所税（１月３１日決算の法
人等）／  課税課管理担当         �３８-２０１５

高 

募 集

お 知 ら せ

講 習 ・ 講 座

催 し

～納付は便利な口座振替で～

毎月20日は

「阪神地域ノーマイカーデー」

環境にやさしいドライブマナーを

納 期 ３月31日まで


